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カタナジルコニアML（マルチレイヤード）による
フルカウントォアージルコニアクラウン
の臨床応用

株式会社カスプデンタルサプライ／カナレテクニカルセンター 山田和伸

図4　切削加工後、シンタリングの終了したML A-
Dark使用のクラウン（左側）。右側は表面をステインリ
キッドで濡らすことで目標シェードに近いかどうかを
確認しているところ。ここでは、クラウンの右側半分
にステインリキッドを塗布している。

図5　カタナコーピングにCZRを焼き付けて完成した
クラウン（左）、ML A-Darkを使用し研磨仕上げしたク
ラウン（中）、ML A-Lightを使用し、CZRプレス-LFエ
クスターナルステインにて着色したクラウン（右）。

図1　術前の口腔内所見。機能的には何ら問題ないが、
審美性の改善という目的で修復材料を変更する。

図2　通法どおり、ワックスアップをおこなう。 図3　ワックスアップをもとに、D-スキャンテクニッ
クによりCADデザインをおこなう。

図6　同咬合面観。左端のCZRを焼き付けたクラウン
は、特にエナメル質領域では天然歯と近似したポーセ
レン特有の透明感が再現されている。中のものはエナ
メル質領域ではジルコニア特有の屈折率による白さが
反映される。右端はエナメル質領域の比較観察では最
も白い。

＜症例1＞

カタナジルコニア ML A-Dark 6
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より高度な審美修復には、金属を一切使用しない、
いわゆるオールセラミックスが推奨され、今日ではジ
ルコニアがその代表格として話題の中心である。単相
の結晶構造を有することにより、イットリア部分安定
化ジルコニアは優れた曲げ強度（900〜1300MPa）を
示しながら生体安全性も有するため、これまでの素材
では予後に大きな期待のできない臨床ケースにも応用
されている。
今回発売された「カタナジルコニアマルチレイヤード

（多層構造：以下MLとする）」＜クラレノリタケデンタ
ル（株）＞は、現在世界的に普及しているフルカウントォ
アージルコニアクラウン用に開発されたものである。
競合各社が素材の透明度を上げて審美性を追求する

なか、MLではこれに加えて、歯頸部から咬合面あるい
は切端にかけて色調のグラデーションを付与すること
で差別化を図った。

MLは、ひとつのディスク内でボディ（デンティン）色
からエナメル色に移行する4層構造からなり、歯牙の
自然な色調に対応するように設計されている。

その色調はA-Light／A-Dark／B-Lightの3種で、そ
れぞれA1.5〜2／A2.5〜A3.5／B1.5〜2相当となっ
ている。
本稿では、その特徴を紹介するとともに、ラボサイ

ドでの研磨方法やチェアサイドでの調整について、臨
床例を用いながら順を追って解説してみる。

被験者は、左下第1大臼歯部に鋳造金属冠が装着さ
れていたが審美性の改善を主訴に来院（図1）。
本症例では比較のために、カタナジルコニアコーピ

ングにセラビアンZR（以下CZRとする）を焼き付けた
クラウン、ML A-Darkで研磨仕上げを施しただけのク
ラウン、ML Lightにステインで着色したクラウンを製
作し、口腔内で評価することにした。
図2はワックスアップ、図3にCAD画面上でクラウ

ンの形態を示した。いわゆるD-スキャン（ダブルスキャ
ン）テクニックを用いた製作方法である。
図4は切削加工後、焼結（シンタリング）の終了した

ML A-Dark使用のクラウンである。この状態では明瞭

図9　ML A-Lightを使用し、CZRプレス-LFエクス
ターナルステインにて着色したクラウンの口腔内試
適。

図10　CZRを築盛し焼き付けたクラウンはエナメル
質領域において天然歯（ここでは前方の小臼歯が天然
歯）と近似した色調を呈している。

図7　CZRを築盛し焼き付けたクラウンの口腔内試
適。

図8　ML A-Darkを使用し研磨仕上げしたクラウンの
口腔内試適。

■ 1. 臨床例を用いた口腔内での比較

■ はじめに

図12　ML A-Lightを使用し、CZRプレス-LFエクス
ターナルステインにて着色したクラウンはやはり隣在
歯と比べて明るく目立つ。

図11　ML A-Darkを使用し研磨仕上げしたクラウン
は、ややエナメル領域が明るいものの、視覚的に大き
な問題はない。
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な色調は観察できないが、表面をステインリキッドで
濡らすことで目標シェードに近いかどうかを確認する。
仮に色が淡い場合は、ステイン等による色調調整が

必要という判断となる。MLにステインを用いて着色す
る場合は注意すべき事柄があるので後述する。
図5は今回製作した3種のクラウンの側方面観であ

る。左より、カタナコーピングにCZRを焼き付けて完
成したクラウン、次にML A-Darkを使用し研磨仕上げ
したクラウン、右端はML A-Lightを使用し、CZRプレ
ス-LFエクスターナルステインにて着色したクラウンで
ある。
図6はその咬合面観で、CZRを築盛し焼き付けたク

ラウンは特にエナメル領域の色調において透明感が高
い。一方、MLを使用した2種はエナメル領域において
の透明感でやはりポーセレンの再現性には一歩ゆずる。
A-DarkとA-Lightを比べてみると、A-Darkのほうがエ
ナメル領域の明度が低い（やや暗め）ことがわかる。
図7〜9は口腔内における側方からの観察であるが、
どのクラウンも視覚上大差ない。しかし咬合面からの
観察では、CZRを築盛し焼き付けたクラウンがエナメ

ル質の色調において天然歯（ここでは前方の小臼歯が天
然歯）と近似したポーセレン特有の透明感が再現されて
いる（図10）。
図11においては、ややエナメル領域が明るいもの

の、視覚的に大きな問題はない。図12は、やはり隣在
歯と比べて明るく目立つ。
また、図13はA-Lightを使用し研磨仕上げしたクラ

ウンを装着した別の患者の口腔内所見である。色調的
な違和感なく装着され、患者の満足を得られた。

■ 2. ステインによる着色方法
MLに使用するステインは、焼成温度の低いセラビア
ンZRプレス（以下CZRプレスとする）- LFエクスターナ
ルステイン（焼成温度840℃）を推奨する。

CZR用のステインなど、850℃を超えるものを使用
するとML自体の色があせて淡くなってしまうので注意
を要する。
この現象はMLに限らず、淡くなる程度の差こそある
が市販されているほとんどのカラージルコニアに起き
る現象であり、これに気付いている諸兄も少なくない

図16　歯冠の広範囲にわたって色調調整するときは、
CZR-EグレーズとCZRプレスLFエクスターナルステ
インを混和すれば比較的色ムラが少ない。練和粘度は
ハチミツ程度が塗布しやすい（ISリキッド使用）。

図17　E-グレーズの焼成ペレット。ガラス様を呈し
ており、混ぜるステインの発色を阻害しないばかり
か、リューサイト結晶を含んでいるため強度的にも優
れる。

図14　CZR-Eグレーズ（クラレノリタケデンタル社）。図13　ML A-Lightを使用し、研磨仕上げしたクラウ
ンを装着した別の患者の術後所見（6 ）。

図18　頰側面をステイン法で仕上げたフルジルコニ
アクラウン（第1小臼歯）。

＜症例2＞ ＜ステイン法＞

図15　CZRプレス-LFエクスターナルステイン。

＜症例3＞
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はずである。
筆者は、歯面の広範囲にステインを塗って色調自体

を調整する場合は、セラビアンZR  E-グレーズ（焼成温
度850℃ 図14）とCZRプレス-LFエクスターナルステ
イン（図15）を適宜混和し、ISリキッドで練和する（図
16）。塗布しやすくグレーズ効果のある粘調度は「ハチ
ミツ」ほどがよい。
このときの焼成スケジュールは、基本的に減圧下で

600℃から850℃へ毎分45℃で昇温し、大気中にて
係留1分であるが、症例の大きさによって適宜係留時間
を長くする。また、大きなポンティックを含む場合は
冷却速度に注意する。
図17にE-グレーズの焼成ペレットを示す。E-グレー
ズはガラス様を呈しており、混ぜるステインの発色を
阻害しないばかりか、リューサイト結晶を含んでいる
ため強度的にも優れている。図18にステイン法の臨床
1例を示す。
なお、例えば裂溝やホワイトスポットなど部分的な

色調再現にはCZRプレス- LFエクスターナルステイン
を塗布・焼成したのち、機械研磨をおこなっている。

フルカウントォアージルコニアクラウンが長期間に
わたって臨床的有効性が維持されるために必要な事柄
のひとつに、滑沢な表面性状があげられる。
デンタルマガジンvol.147「特集 ノリタケカタナジル
コニア ML」で述べられたように、鏡面研磨は対合歯の
摩耗を減じるだけでなくジルコニア素材の低温劣化を
抑制する意味合いもある。
図20は、クラウンの表面を均すため、セラテック＜エ
デンタ社＞（図19）を用いているところである。もちろ
ん、この研削材は軽微なコンタクトや咬合調整にも使
用可能である。
次に、スターグロス ピンク＜エデンタ社＞で細かな
傷を平坦に整える（図21、22）。最終的には、ノリタケ
パールサーフェスZ＜クラレノリタケデンタル社＞（図
23）にて艶出し研磨をおこなう。
このとき筆者は、植毛幅の広い軟毛タイプのポリラ

ビットロビンソンブラシを用いている（図23）。
また、レストシートやインプラント上部構造のアク

セスホールなどの艶出しには、ハイテックフィニッ

図20　セラテック（左：＃952、右：＃958）＜エデ
ンタ社＞を使ってクラウン表面を均しているところ。

図21　スターグロス（エデンタ社）。図19　セラテック（エデンタ社）。

図23　ポリラビットロビンソンブラシ ソフトタイプ
とパールサーフェスZ（クラレノリタケデンタル社）を
用いて艶出しをおこなう。

図24　完成。　図22　スターグロス ピンク（左：＃1030、右：＃
2030）＜エデンタ社＞で細かな傷を平坦に整えてい
るところ。

■ 3. 研磨の手順

＜研磨ステップ＞
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シュ／ブラウン（粗目）＜クラレノリタケデンタル社＞
を用いるとよい（図25）。

■ 4. チェアサイドでの調整
装着するフルカウントォアージルコニアクラウンの

調整にFGダイヤモンドバーを用いる場合は、Z−カッ
トダイヤK856ファイン＜NTIカーラ社＞を推奨したい
（図26）。この切削用バーはダイヤモンド粒子の硬度が
高くて細かく、一見切削性能が微弱に感じるが使用感
はすこぶるよい。
ジルコニアは硬いというイメージから、切削には粒

度の粗いダイヤモンドバーを連想しがちだが実際には
逆で、適度に細かいほうが一定接触面へのエッジのあ
たりが多くなり、切削効率に優れる。
ただし、注水により過熱を避けることは忘れてはな

らない（図27）。
なお、このバーでフルカウントォアージルコニアク

ラウンの分割撤去もおこなうことができる。また、ダ

イヤモンドバーを使用するまでもない程度の軽微な調
整にはスターグロス CAブルー＜エデンタ社＞でよい
（図28）。

Z−カットダイヤやスターグロス CAブルーを使用し
た後は、スターグロス CAピンクにて切削面を均し（図
29）、同グレーにて艶出し研磨をおこなっておく（図
30）。

■ おわりに
本文では、審美性の向上を目指したノリタケカタナ

ジルコニアMLを応用したフルカウントォアージルコニ
アクラウンの臨床の実際を、ステップを追って解説し
てみた。
ジルコニアの応用範囲は、昨今のCAD/CAM技術の

進歩によって広がる一方だが、臨床応用されてからの
年数がまだ浅いため、術者の操作がその予後にあたえ
る影響も大きいことを自覚しておきたい。

図29　スターグロス CAピンク（＃2630）＜エデン
タ社＞にて切削面を均しているところ。

図30　スターグロス グレー（＃2540）＜エデンタ
社＞にて艶出し研磨をしているところ。

図26　Z−カットダイヤ（赤：ファイン、黄：スー
パーファイン）＜NTIカーラ社＞。FGタイプで、口腔
内・外で使用できる（※写真は口腔内で用いられやす
い形態のみ）。

図27　 Z−カットダイヤK856ファイン（NTIカーラ
社）で咬合調整をおこなっているところ。

図28　スターグロス CAブルー（＃2720）＜エデン
タ社＞で咬合の微調整をおこなう。

図25　艶の出しにくい部分はハイテックフィニッ
シュ／ブラウン（粗目)<クラレノリタケデンタル社>
を用いるとよい。

＜チェアサイドでの調整＞
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